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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、世界の企業が発行する外貨
建ての社債等に投資することにより、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざ
しております。当作成期につきましてもそれ
に沿った運用を行ないました。ここに、運用
状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ世界有力企業外債ファンド
（為替ヘッジあり／部分為替ヘッジあり）

2016－10

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 単位型投信／海外／債券
信託期間 2016年10月20日～2026年 9 月10日

運用方針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベビーファンド
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10の
受益証券

ダイワ世界有力
企業外債マザー
ファンド2016－10

米ドル、ユーロおよび豪ドル
建ての社債等

組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後
の配当等収益のうちいずれか多い額とし、原
則として、経費控除後の配当等収益の中から
分配することをめざします。ただし、基準価
額の水準等を勘案し、元本超過額も含めて分
配を行なうことがあります。なお、分配対象
額が少額の場合には、分配を行なわないこと
があります。

運用報告書（全体版）
第13期

（決算日　2023年 3 月10日）
（作成対象期間　2022年 9 月13日～2023年 3 月10日）
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2016年10月20日） 10, 000 ― ― ― ― ― ― 100. 0 
1 期末（2017年 3 月10日） 9, 316 80 △ 604 △ 6. 0 △ 15. 5 94. 2 ― 100. 0 
2 期末（2017年 9 月11日） 9, 756 80 520 5. 6 △ 0. 9 91. 9 ― 97. 0 
3 期末（2018年 3 月12日） 9, 207 60 △ 489 △ 5. 0 △  4. 1 93. 3 ― 79. 0 
4 期末（2018年 9 月10日） 9, 093 35 △ 79 △ 0. 9 △ 3. 4 97. 7 ― 79. 0 
5 期末（2019年 3 月11日） 9, 315 10 232 2. 6 △  1. 8 96. 8 ― 78. 7 
6 期末（2019年 9 月10日） 9, 988 10 683 7. 3 0. 9 98. 7 ― 75. 8 
7 期末（2020年 3 月10日） 10, 301 35 348 3. 5 1. 8 91. 2 ― 52. 2 
8 期末（2020年 9 月10日） 10, 585 110 394 3. 8 2. 6 98. 3 ― 22. 8 
9 期末（2021年 3 月10日） 10, 219 105 △ 261 △ 2. 5 1. 7 98. 7 ― 22. 8
10期末（2021年 9 月10日） 10, 302 115 198 1. 9 1. 9 97. 7 ― 22. 8 
11期末（2022年 3 月10日） 9, 549 110 △ 643 △ 6. 2 0. 6 97. 2 ― 22. 2 
12期末（2022年 9 月12日） 8, 906 55 △ 588 △ 6. 2 △  0. 5 100. 8 ― 22. 2 
13期末（2023年 3 月10日） 8, 637 0 △ 269 △ 3. 0 △  0. 9 97. 5 ― 20. 9 

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2） 公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

為替ヘッジあり

 設定以来の運用実績
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

■基準価額・騰落率
期　首：8, 906円
期　末：8, 637円（分配金 0円）
騰落率：△3. 0％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

｢ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10｣ の受益証券を通じて、主として世界の企業
が発行する米ドル建ての社債に投資し、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行った結
果、保有債券からの利息収入はプラス要因となりましたが、社債金利の上昇（債券価格は下落）な
どがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照く
ださい。

運用経過

基準価額等の推移について 

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

 年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2022年 9 月12日 8, 906 ― 100. 8 ―

9 月末 8, 630 △ 3. 1 98. 7 ―
10月末 8, 557 △ 3. 9 96. 3 ―
11月末 8, 715 △ 2. 1 93. 0 ―
12月末 8, 727 △ 2. 0 94. 8 ―

2023年 1 月末 8, 822 △ 0. 9 93. 4 ―
2 月末 8, 660 △ 2. 8 97. 7 ―

（期末）2023年 3 月10日 8, 637 △ 3. 0 97. 5 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

前作成期末における「今後の運用方針」

投資環境について （2022. 9. 13 ～ 2023. 3. 10）

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポート
フォリオを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

■米国債券市況
米国債券市況は、米国国債金利・社債金利ともに上昇しました。
米国国債金利は、当作成期首より、堅調な労働市場に加えてＣＰＩ（消費者物価指数）が予想を
上振れたことなどから金融引き締めが加速するとの観測が強まり、金利は上昇しました。また、英
国で大規模な財政政策が発表され同国の金利が急上昇したことも、世界的な金利上昇圧力となりま
した。2022年11月には、ＣＰＩが予想を下振れたことで長期のインフレ期待が低下したことや、世
界的な景気減速懸念が高まったことなどから、金利は低下しました。12月は、ＦＲＢ（米国連邦準
備制度理事会）が2023年末の政策金利見通しを上方修正したことや日銀が想定外の政策修正を行っ
たことで、世界的な金融引き締めが意識されたことなどから、金利は上昇しました。2023年 1 月
は、米国の雇用統計において賃金の伸びが予想を下回ったことや、物価指数においてインフレ鈍化
傾向が確認されたことなどが金利低下材料となり、金利は低下しました。 2月には、労働市場をは
じめとして発表された経済指標が軒並み強い結果となり、さらなる金融引き締め観測が織り込まれ
たことで金利は上昇に転じ、 1月の金利低下が巻き戻される格好となりました。
米ドル建社債金利については、当作成期首から2022年10月半ばまでは、金融引き締め観測の強ま
りを受けて、スプレッド（国債に対する上乗せ金利）が拡大しました。しかし11月以降は、インフ
レへの警戒感の弱まりを受けて債券市場のボラティリティが落ち着き始めたことを背景に、スプ
レッドは縮小しました。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や利回り面で投資妙味のあ
る金融セクターを軸とするポートフォリオを維持しました。

ポートフォリオについて （2022. 9. 13 ～ 2023. 3. 10）

当作成期は、ヘッジコストの上昇で収益性が悪化したため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における経費控除後の配当等収益が8, 554, 106円であり、純資産額の元本超過額が

ないため、経費控除後の配当等収益8, 554, 106円（ 1万口当り120. 48円）が分配対象額となりま
すが、上記の理由により、分配を行っておりません。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポート
フォリオを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

今後の運用方針
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 9. 13～2023. 3. 10） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  23円 0. 270％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は8, 710円です。

（投 信 会 社）  （14） （0. 162）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （8） （0. 094）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 013） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 014  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （1） （0. 010）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  25   0. 283  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ
り算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

総経費率
0. 58％

運用管理費用
（投信会社）
0. 33％

運用管理費用
（販売会社）
0. 19％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 03％

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 58％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 9 月13日から2023年 3 月10日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10

千口 千円 千口 千円

36, 976 55, 000 68, 256 103, 090 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2023年 3 月10日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10 619, 831 99. 3 

コール・ローン等、その他 4, 171 0. 7 
投資信託財産総額 624, 003 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
136. 01円です。

（注 3） ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10において、当期末におけ
る外貨建純資産（898, 224千円）の投資信託財産総額（910, 140千円）に対
する比率は、98. 7％です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10 458, 073 426, 793 619, 831 

（注）単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 3 月10日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 234, 308, 912円

コール・ローン等 4, 171, 279  
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10（評価額） 619, 831, 797  

未収入金 610, 305, 836  
（Ｂ）負債 621, 071, 580  

未払金 619, 376, 982  
未払信託報酬 1, 669, 212  
その他未払費用 25, 386  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 613, 237, 332  
元本 710, 000, 000  
次期繰越損益金 △  96, 762, 668  

（Ｄ）受益権総口数 710, 000, 000口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 8, 637円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は8, 637円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は96, 762, 668円です。

 ■損益の状況
当期  自 2022年 9 月13日  至 2023年 3 月10日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 463円

受取利息 8  
支払利息 △  1, 471  

（Ｂ）有価証券売買損益 46, 789, 968  
売買益 130, 357, 668  
売買損 △  83, 567, 700  

（Ｃ）有価証券評価差損益 △  64, 896, 122  
（Ｄ）信託報酬等 △  1, 755, 425  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  19, 863, 042  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  82, 583, 517  
（Ｇ）解約差損益金 5, 683, 891  
（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △  96, 762, 668  

次期繰越損益金（Ｈ） △  96, 762, 668  
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 4） 収益分配金の計算過程は 5ページをご参照ください。
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－10

決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2016年10月20日） 10, 000 ― ― ― ― ― ― 100. 0 
1 期末（2017年 3 月10日） 9, 638 90 △ 272 △ 2. 7 △ 7. 0 95. 3 ― 100. 0 
2 期末（2017年 9 月11日） 9, 926 95 383 4. 0 1. 2 92. 4 ― 100. 0 
3 期末（2018年 3 月12日） 9, 337 80 △ 509 △ 5. 1 △  2. 9 94. 0 ― 98. 6 
4 期末（2018年 9 月10日） 9, 332 65 60 0. 6 △ 1. 8 97. 9 ― 98. 6 
5 期末（2019年 3 月11日） 9, 575 45 288 3. 1 △  0. 2 97. 4 ― 98. 6 
6 期末（2019年 9 月10日） 10, 184 45 654 6. 8 2. 1 98. 5 ― 98. 6 
7 期末（2020年 3 月10日） 10, 406 60 282 2. 8 2. 6 92. 5 ― 56. 3 
8 期末（2020年 9 月10日） 10, 801 115 510 4. 9 3. 6 98. 3 ― 56. 3 
9 期末（2021年 3 月10日） 10, 506 110 △ 185 △ 1. 7 2. 8 98. 0 ― 56. 3
10期末（2021年 9 月10日） 10, 636 115 245 2. 3 3. 0 98. 2 ― 56. 3 
11期末（2022年 3 月10日） 10, 025 115 △ 496 △ 4. 7 1. 8 96. 6 ― 42. 2 
12期末（2022年 9 月12日） 9, 986 75 36 0. 4 1. 7 99. 9 ― 42. 2 
13期末（2023年 3 月10日） 9, 624 0 △ 362 △ 3. 6 1. 0 97. 0 ― 42. 2 

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2） 公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

部分為替ヘッジあり

 設定以来の運用実績

10



ダイワ世界有力企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－10

■基準価額・騰落率
期　首：9, 986円
期　末：9, 624円（分配金 0円）
騰落率：△3. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

｢ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10｣ の受益証券を通じて、主として世界の企業
が発行する米ドル建ての社債に投資し、為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行った
結果、保有債券からの利息収入はプラス要因となりましたが、社債金利の上昇（債券価格は下落）
や円高米ドル安がマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境につい
て」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
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9, 600

9, 400

9, 200
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2

1

0

（億円）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

期　首
(2022. 9. 12)

期　末
(2023. 3. 10)

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

3629-30_20230310_交_鈴_S.indb   12 2023/04/21   15:58:24
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－10

 年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2022年 9 月12日 9, 986 ― 99. 9 ―

9 月末 9, 723 △ 2. 6 98. 4 ―
10月末 9, 717 △ 2. 7 96. 6 ―
11月末 9, 728 △ 2. 6 93. 1 ―
12月末 9, 621 △ 3. 7 95. 3 ―

2023年 1 月末 9, 692 △ 2. 9 94. 3 ―
2 月末 9, 652 △ 3. 3 97. 2 ―

（期末）2023年 3 月10日 9, 624 △ 3. 6 97. 0 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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投資環境について （2022. 9. 13 ～ 2023. 3. 10）

■米国債券市況
米国債券市況は、米国国債金利・社債金利ともに上昇しました。
米国国債金利は、当作成期首より、堅調な労働市場に加えてＣＰＩ（消費者物価指数）が予想を
上振れたことなどから金融引き締めが加速するとの観測が強まり、金利は上昇しました。また、英
国で大規模な財政政策が発表され同国の金利が急上昇したことも、世界的な金利上昇圧力となりま
した。2022年11月には、ＣＰＩが予想を下振れたことで長期のインフレ期待が低下したことや、世
界的な景気減速懸念が高まったことなどから、金利は低下しました。12月は、ＦＲＢ（米国連邦準
備制度理事会）が2023年末の政策金利見通しを上方修正したことや日銀が想定外の政策修正を行っ
たことで、世界的な金融引き締めが意識されたことなどから、金利は上昇しました。2023年 1 月
は、米国の雇用統計において賃金の伸びが予想を下回ったことや、物価指数においてインフレ鈍化
傾向が確認されたことなどが金利低下材料となり、金利は低下しました。 2月には、労働市場をは
じめとして発表された経済指標が軒並み強い結果となり、さらなる金融引き締め観測が織り込まれ
たことで金利は上昇に転じ、 1月の金利低下が巻き戻される格好となりました。
米ドル建社債金利については、当作成期首から2022年10月半ばまでは、金融引き締め観測の強ま
りを受けて、スプレッド（国債に対する上乗せ金利）が拡大しました。しかし11月以降は、インフ
レへの警戒感の弱まりを受けて債券市場のボラティリティが落ち着き始めたことを背景に、スプ
レッドは縮小しました。
■為替相場
米ドル為替相場は、対円で下落（円高）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が大幅な金融引き
締めを決定したのに対し、日銀は金融緩和政策の維持を決定したことで、円安米ドル高が進行しま
した。これを受けて日本政府・日銀は円買い介入を実施しましたが、米国金利が引き続き上昇し、
日米金利差が意識されたことで円安米ドル高基調のまま推移しました。2022年11月に入ると、イン
フレ率の低下期待などから米国金利が低下したことで日米金利差の縮小が意識され、円高米ドル安
に転じました。12月は、日銀が想定外の政策修正を行ったことで金融緩和政策の転換などが意識さ
れ、日本の長期金利が大きく上昇するとともに円高米ドル安が進行しました。2023年 1 月には、日
銀が金融緩和政策の維持を決定したことで一時的に円安米ドル高が進行する局面もありましたが、
日米金利差の縮小などにより円高米ドル安基調が継続しました。しかし 2月に入り、堅調な米国の
経済指標を受けて米国金利が大きく上昇したことで、円安米ドル高に転じました。

3629-30_20230310_交_鈴_S.indb   16 2023/04/21   15:58:25
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ダイワ世界有力企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－10

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行いました。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や利回り面で投資妙味のあ
る金融セクターを軸とするポートフォリオを維持しました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2022. 9. 13 ～ 2023. 3. 10）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行います。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポート
フォリオを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

3629-30_20230310_交_鈴_S.indb   17 2023/04/21   15:58:26
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分配金について

■当ファンド
「ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10」の受益証券を高位に組み入れるとともに、
為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行います。
■ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポート
フォリオを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

今後の運用方針

当作成期は、ヘッジコストの上昇で収益性が悪化したため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における経費控除後の配当等収益が4, 032, 582円であり、純資産額の元本超過額が
ないため、経費控除後の配当等収益4, 032, 582円（ 1万口当り134. 41円）が分配対象額となりま
すが、上記の理由により、分配を行っておりません。
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 9. 13～2023. 3. 10） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  26円 0. 270％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 707円です。

（投 信 会 社）  （16） （0. 162）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （9） （0. 094）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 013） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  2   0. 017  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （1） （0. 013）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  28   0. 287  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ
り算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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総経費率
0. 58％

運用管理費用
（投信会社）
0. 33％

運用管理費用
（販売会社）
0. 19％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 03％

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 58％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
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■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 9 月13日から2023年 3 月10日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10

千口 千円 千口 千円

11, 834 17, 600 14, 146 21, 580 

（注）単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 3 月10日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 489, 404, 284円

コール・ローン等 2, 177, 014  
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10（評価額） 290, 286, 114  

未収入金 196, 941, 156  
（Ｂ）負債 200, 675, 919  

未払金 199, 878, 357  
未払信託報酬 785, 860  
その他未払費用 11, 702  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 288, 728, 365  
元本 300, 000, 000  
次期繰越損益金 △  11, 271, 635  

（Ｄ）受益権総口数 300, 000, 000口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 624円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 624円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は11, 271, 635円です。

■利害関係人との取引状況等
　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2023年 3 月10日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10 290, 286 99. 3 

コール・ローン等、その他 2, 177 0. 7 
投資信託財産総額 292, 463 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
136. 01円です。

（注 3） ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10において、当期末におけ
る外貨建純資産（898, 224千円）の投資信託財産総額（910, 140千円）に対
する比率は、98. 7％です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ世界有力企業外債
マザーファンド2016－10 202, 192 199, 880 290, 286 

（注）単位未満は切捨て。

 ■損益の状況
当期  自 2022年 9 月13日  至 2023年 3 月10日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  576円

受取利息 3  
支払利息 △  579  

（Ｂ）有価証券売買損益 11, 474, 834  
売買益 37, 947, 555  
売買損 △  26, 472, 721  

（Ｃ）有価証券評価差損益 △  21, 502, 328  
（Ｄ）信託報酬等 △  822, 372  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  10, 850, 442  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  421, 193  
（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △  11, 271, 635  

次期繰越損益金（Ｇ） △  11, 271, 635  
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3） 収益分配金の計算過程は15ページをご参照ください。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

 ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10
運用報告書　第13期　（決算日　2023年 3 月10日）

（作成対象期間　2022年 9 月13日～2023年 3 月10日）

ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10の運用状況をご報告申し上げます。

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等
株式組入制限 純資産総額の10％以下
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ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

年 　月 　日 基　準　価　額 公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2022年 9 月12日 15, 259 ― 97. 0 ―

9 月末 15, 031 △ 1. 5 98. 0 ―
10月末 15, 325 0. 4 97. 7 ―
11月末 14, 716 △ 3. 6 94. 2 ―
12月末 14, 162 △ 7. 2 97. 1 ―

2023年 1 月末 14, 158 △ 7. 2 96. 9 ―
2 月末 14, 573 △ 4. 5 96. 6 ―

（期末）2023年 3 月10日 14, 523 △ 4. 8 96. 5 ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3） 債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：15, 259円　期末：14, 523円　騰落率：△4. 8％
【基準価額の主な変動要因】

主として世界の企業が発行する米ドル建ての社債に投資した結果、
保有債券からの利息収入はプラス要因となりましたが、社債金利の上
昇（債券価格は下落）や円高米ドル安がマイナス要因となり、基準価
額は下落しました。

基準価額

（円）

期　首
（2022. 9. 12）

期　末
（2023. 3. 10）

15, 500

15, 000

14, 500

14, 000

13, 500

13, 000

◆投資環境について
○米国債券市況
米国債券市況は、米国国債金利・社債金利ともに上昇しました。
米国国債金利は、当作成期首より、堅調な労働市場に加えてＣＰＩ
（消費者物価指数）が予想を上振れたことなどから金融引き締めが
加速するとの観測が強まり、金利は上昇しました。また、英国で大
規模な財政政策が発表され同国の金利が急上昇したことも、世界的
な金利上昇圧力となりました。2022年11月には、ＣＰＩが予想を下
振れたことで長期のインフレ期待が低下したことや、世界的な景気
減速懸念が高まったことなどから、金利は低下しました。12月は、
ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が2023年末の政策金利見通しを
上方修正したことや日銀が想定外の政策修正を行ったことで、世界
的な金融引き締めが意識されたことなどから、金利は上昇しまし
た。2023年 1 月は、米国の雇用統計において賃金の伸びが予想を下
回ったことや、物価指数においてインフレ鈍化傾向が確認されたこ
となどが金利低下材料となり、金利は低下しました。 2月には、労
働市場をはじめとして発表された経済指標が軒並み強い結果とな
り、さらなる金融引き締め観測が織り込まれたことで金利は上昇に
転じ、 1月の金利低下が巻き戻される格好となりました。
米ドル建社債金利については、当作成期首から2022年10月半ばま

では、金融引き締め観測の強まりを受けて、スプレッド（国債に対
する上乗せ金利）が拡大しました。しかし11月以降は、インフレへ
の警戒感の弱まりを受けて債券市場のボラティリティが落ち着き始
めたことを背景に、スプレッドは縮小しました。

○為替相場
米ドル為替相場は、対円で下落（円高）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備

制度理事会）が大幅な金融引き締めを決定したのに対し、日銀は金
融緩和政策の維持を決定したことで、円安米ドル高が進行しまし
た。これを受けて日本政府・日銀は円買い介入を実施しましたが、
米国金利が引き続き上昇し、日米金利差が意識されたことで円安米
ドル高基調のまま推移しました。2022年11月に入ると、インフレ率
の低下期待などから米国金利が低下したことで日米金利差の縮小が
意識され、円高米ドル安に転じました。12月は、日銀が想定外の政
策修正を行ったことで金融緩和政策の転換などが意識され、日本の
長期金利が大きく上昇するとともに円高米ドル安が進行しました。
2023年 1 月には、日銀が金融緩和政策の維持を決定したことで一時
的に円安米ドル高が進行する局面もありましたが、日米金利差の縮
小などにより円高米ドル安基調が継続しました。しかし 2月に入
り、堅調な米国の経済指標を受けて米国金利が大きく上昇したこと
で、円安米ドル高に転じました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融

セクターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
◆ポートフォリオについて

主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動
性や利回り面で投資妙味のある金融セクターを軸とするポートフォリ
オを維持しました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
主として、世界の企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セ
クターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益
の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
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ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

 ■主要な売買銘柄
公 社 債

（2022年 9 月13日から2023年 3 月10日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
HSBC Holdings PLC（イギリス）4. 3％ 2026/3/8 66, 127 MORGAN STANLEY（アメリカ）3. 125％ 2026/7/27 30, 973 
COMCAST CORP. （アメリカ）2. 35％ 2027/1/15 24, 376 Mitsubishi UFJ Financial Group Inc（日本）3. 85％ 2026/3/1 27, 667 

Chevron Corp（アメリカ）2. 954％ 2026/5/16 27, 630 
Pfi zer Inc. （アメリカ）7. 2％ 2039/3/15 16, 804 
JPMorgan Chase & Co（アメリカ）3. 2％ 2026/6/15 13, 689 
Wells Fargo & Co（アメリカ）3％ 2026/4/22 13, 356 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 6, 860 6, 457 878, 342 96. 5 ― 10. 9 85. 6 ― 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

買 付 額 売 付 額

外 

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ 社債券
668 906 

（ ―） 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。

 ■売買および取引の状況
公 社 債

（2022年 9 月13日から2023年 3 月10日まで）

 ■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1  
（保管費用） （1） 

合 計 1  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

21



ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

 ■投資信託財産の構成
2023年 3 月10日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 878, 342 96. 5 
コール・ローン等、その他 31, 798 3. 5 
投資信託財産総額 910, 140 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
136. 01円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（898, 224千円）の投資信託財産総額
（910, 140千円）に対する比率は、98. 7％です。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ JPMorgan Chase & Co 社 債 券 3. 2000 500 470 63, 934 2026/06/15 
Mizuho Financial Group Inc 社 債 券 2. 8390 600 549 74, 682 2026/09/13 
Walt Disney Co/The 社 債 券 1. 8500 400 360 48, 983 2026/07/30 
Visa Inc 社 債 券 4. 1500 100 93 12, 773 2035/12/14 
3M Co 社 債 券 2. 2500 200 181 24, 673 2026/09/19 
Mitsubishi UFJ Financial Group Inc 社 債 券 3. 8500 400 381 51, 881 2026/03/01 
Sumitomo Mitsui Financial Group Inc 社 債 券 2. 6320 600 547 74, 493 2026/07/14 
HSBC Holdings PLC 社 債 券 4. 3000 500 480 65, 318 2026/03/08 
Chevron Corp 社 債 券 2. 9540 200 188 25, 570 2026/05/16 
Amazon. com Inc 社 債 券 4. 8000 200 199 27, 100 2034/12/05 
Alibaba Group Holding Ltd 社 債 券 3. 4000 200 183 24, 935 2027/12/06 
UnitedHealth Group Inc 社 債 券 4. 6250 200 192 26, 133 2035/07/15 
Pfi zer Inc. 社 債 券 7. 2000 200 243 33, 062 2039/03/15 
TSMC GLOBAL LTD 社 債 券 1. 0000 300 250 34, 091 2027/09/28 
CITIGROUP INC 社 債 券 6. 0038 200 202 27, 513 2026/07/01 
BANK OF AMERICA CORP. 社 債 券 3. 5000 500 475 64, 653 2026/04/19 
Wells Fargo & Co 社 債 券 3. 0000 500 464 63, 241 2026/04/22 
MORGAN STANLEY 社 債 券 3. 1250 360 336 45, 743 2026/07/27 
GOLDMAN SACHS GROUP INC. 社 債 券 3. 7500 500 477 64, 937 2026/02/25 
COMCAST CORP. 社 債 券 2. 3500 200 180 24, 617 2027/01/15 

合　計
銘柄数 20銘柄 

金　額 6, 860 6, 457 878, 342 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ世界有力企業外債マザーファンド2016－10

 ■損益の状況
当期  自 2022年 9 月13日  至 2023年 3 月10日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 15, 070, 235円

受取利息 15, 073, 973  
支払利息 △  3, 738  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  60, 309, 631  
売買益 2, 902, 836  
売買損 △  63, 212, 467  

（Ｃ）その他費用 △  43, 571  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  45, 282, 967  
（Ｅ）前期繰越損益金 347, 228, 264  
（Ｆ）解約差損益金 △  42, 267, 028  
（Ｇ）追加信託差損益金 23, 788, 977  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 283, 467, 246  

次期繰越損益金（Ｈ） 283, 467, 246  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 3 月10日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 910, 140, 738円

コール・ローン等 24, 740, 325  
公社債（評価額） 878, 342, 216  
未収利息 7, 058, 197  

（Ｂ）負債 ―  
（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 910, 140, 738  

元本 626, 673, 492  
次期繰越損益金 283, 467, 246  

（Ｄ）受益権総口数 626, 673, 492口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 14, 523円

＊ 期首における元本額は660, 265, 441円、当作成期間中における追加設定元本額は
48, 811, 023円、同解約元本額は82, 402, 972円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ダイワ世界有力企業外債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10 426, 793, 223円
　ダイワ世界有力企業外債ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－10 199, 880, 269円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は14, 523円です。
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